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羽生市立村君小学校

修学旅行・市内音楽会の感想
修学旅行で友情を深めた６年生、そして、市内音楽会で心を１つにして素敵なハーモニーを会場い
っぱいに響かせた５年生の感想です。

11月行事予定
１ 水 委員会

２ 木
３ 金 文化の日

４ 土
５ 日
６ 月 朝会
７ 火 研究発表日
８ 水 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校

（午後）

クラブ
９ 木

１０ 金 おはよう運動

再編成交流会２年
１１ 土 学校公開日

１２ 日

１３ 月 振替休業日
１４ 火 県民の日
１５ 水 クラブ

１６ 木
１７ 金 おはよう運動

薬物乱用防止教室
５６年

１８ 土
１９ 日

２０ 月 児童集会
町探検 １２年

２１ 火 学校運営協議会

再編成交流会１年

２２ 水 東部北地区音楽会

クラブ

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校

（午後）

２３ 木 勤労感謝の日

２４ 金 なかよし遊び

警察署・消防署

見学 ３年

２５ 土

２６ 日

２７ 月 読書１２３年

お話会４５６年
個人面談①

２８ 火 個人面談②

２９ 水 個人面談③

３０ 木 持久走大会

個人面談④

修学旅行修学旅行 １０月５日（木）６日（金）１０月５日（木）６日（金）
６年生が福島県いわき市方面へ修学旅行に行きました。１

日目は津波の被害を守るためにクロマツを植えたり、震災経
験者の方からお話を伺ったりしました。また、ハワイアンズに
宿泊し、プールに入ったりショーを見たりしました。２日目は
アクアマリンふくしまやマリンタワーを見学しました。全員が
参加でき、見聞を広め、友情を深めることができました。

就学時健康診断・親の学習講座就学時健康診断・親の学習講座 10月1３日（金）10月1３日（金）
来年度入学予定の新入児と保護者

が来校しました。子供たちは、緊張し
ながらも、しっかりと就学時健康診断
を受けていました。来年の４月が楽し
みです。また、新入児の保護者を対
象に親の学習講座が行われました。
県家庭教育アドバイザーの清水浩美先生から多くの話があ
り、親として自分の子育てを振り返るよい機会となりまし
た。

再編成交流会１年再編成交流会１年 10月1７日（火）10月1７日（火）
井泉小学校、三田ヶ谷小学校の１年生児

童との交流を、水郷公園で行いました。秋
晴れの良い天気で、子供たちは楽しく交流
をすることができました。

市内音楽会市内音楽会 10月１９日（木）10月１９日（木）
村君小の代表として、５年生が市

内音楽会に出場しました。曲目は
「こいのぼり」「ふるさと」です。きれ
いな歌声、素敵なピアノのハーモニ
ーを会場一杯に響かせてくれまし
た。

第２回資源回収第２回資源回収 10月2２日（日）10月2２日（日）
保護者の皆様、地域の皆様の御協力

をいただき、資源回収を実施しました。
新聞や段ボール、小米などたくさんの資
源を回収することができました。皆様、
ありがとうございました。

青少年健全育成フォーラム青少年健全育成フォーラム 10月２５日（水）10月２５日（水）
青少年健全育成フォーラムの児童代表作

文で、本校の６年児童が 最高の居場所
「村君小学校」 という題で立派に発表しま
した。

インフォメーション

心豊かな子の育成
校長 今成 健

暑さが和らぎ、穏やかな季節となりました。校庭の木々も紅葉し、深まりゆく秋を感じています。朝夕
の寒暖差が大きく、児童が体調を崩さないか心配ではありますが、村君小の児童はみな元気に学校
生活を過ごしています。先日、羽生市教育委員会教育長 秋本様が来校した際、職員室前の出欠黒
板を御覧になり「欠席者０は素晴らしいですね」とお褒めのお言葉をいただきました。これも御家庭で
お子様の体調管理をきちんとされているおかげです。ありがとうございます。
さて、本校の学校教育目標に「心豊かな子」があります。この目標を達成するため、目指す児童像の

具体策の１つに「自然や人との関わりを大切にして、感動や感謝の気持ちがもてる子」を掲げておりま
す。特に、「感謝の気持ち」は人間の内面にあるものですから、表に見えるものではありません。そのた
め、私は、感謝の気持ちを相手に言葉や態度できちんと伝えることが大切だと思っております。
児童の様子を見ていると、先生に何かを手伝ってもらったときに「ありがとうございます。」という感謝

の気持ちを言葉で伝えることができています。また、友達同士の間柄でもお互いに「ありがとう。」「う
ん、わかった。」などと、感謝の気持ちを伝えています。しかし、自分が誰かに親切にしてもらったとき、
「そう。」と返事をする児童を時折見かけるときがあります。「そう。」という言葉は感謝の気持ちがある
のか、それとも感謝の気持ちがないのか、どちらにも受け取れてしまう言葉です。本人は感謝の気持ち
を伝えたつもりでも、受取手が「自分の行動が迷惑だったのかな。」「なんだかそっけないな。」と誤解
してしまうこともあります。もしかしたら人間関係がギクシャクしてしまうかもしれません。
私は、「ありがとう」など、感謝の言葉をたくさん浴びた児童は自己肯定感と積極性が高まると考え

ます。お互いが気持ちよく過ごすために「ありがとう」の５文字で感謝の気持ちを伝えられるよう、そして
村君小の児童がより一層「心豊かな子」となれるよう、継続して学校でも児童に話をしてまいります。

登下校時、児童が道路を横断する時に、児童の安全確保のために停車
してくださる方がいます。その方に対して、児童が道路を渡り終えた後に自
主的に会釈をしています。こういった感謝の気持ちを伝える行動に感心し
ています！

〇修学旅行で楽しかったことは、アクアマリンふくしまを見学したことです。大きいトドやサメの迫力
がすごかったです。マリンタワーから見た景色もきれいでした。 【６年児童】

〇修学旅行では植林活動をしたり豊間海岸で昼食を食べたりしました。夜はスパリゾートハワイア
ンズに泊まりました。素敵な思い出ができたのでとても嬉しかったです。 【６年児童】

○私たちの番になってとてもドキドキして緊張もしました。けれど私たちは最後までがんばって練習
をしてきたので、その成果を出せました。歌い切ったときはとても楽しかったです。

【５年児童】
○人がいっぱいいて緊張したけれど、練習の成果が発揮できたのでよかったです。次は東部北地
区音楽会もあるので、もっと練習して上手くなりたいです。 【５年児童】




